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2025 年度第 2 回一宮市子ども読書活動推進懇話会会議録（要旨） 
 

１ 開催日時  2025 年 10 月 23 日（木）午前 10 時～11 時 25 分 

２ 開催場所  中央図書館 6 階 多目的室 1 

３ 出席者   懇話会委員：9 名 事務局：7 名 

４ 議 題 

（１）一宮市子ども読書活動推進計画の成果について 

（２）一宮市子ども読書活動推進計画（第 5 次）について 

（３）その他 

５ 開 会  （事務局が開会を宣言） 

       「子ども読書のまち宣言」唱和（先導は副会長） 

        館長挨拶 

        会長挨拶 

６ 会 議 （要旨） 

（事務局）  議題（1）一宮市子ども読書活動推進計画の成果について、第 1 回懇話会で質問

があった事項について回答。 

（会 長）  ただいま事務局のほうから、前回の取組状況の質問事項に対する回答がござい

ましたが、さらに質問あればお願いします。 

それでは質問等もないようですので、議題（1）につきましては、これで閉じさ

せていただきます。 

続きまして議題（2）について説明をお願いいたします。 

（事務局）   議題（2）一宮市子ども読書活動推進計画（第 5 次）について説明。 

（会 長）  ありがとうございました。今の第 4 次計画の冊子 29 ページと 30 ページにそれ

ぞれ、子ども読書活動推進懇話会の設置要綱と、子ども読書活動推進会議の設置

要綱と 2 つ要綱がありますが、私たちはこの前段の懇話会設置要綱のメンバーで

あります。この懇話会の主な内容としては、第 2 条にありますように推進計画の

推進に関して、いわゆる提言を行うという立場になります。それで 30 ページの推

進会議の、市の各部局の方たちが、今後第 5 次計画案を策定する。来年の 8 月の

第 1 回懇話会で、第 5 次の計画案が示されるので、それに対していろいろ提言を

行うという流れになってくるかと思います。それがそのあと、第 2 回、第 3 回、

第 4 回の懇話会という段取りを経て、最終的に計画が策定されるという形だと思

います。 

それと、愛知県、それから愛知県内の主な市の読書活動推進計画というのは、

教育振興基本計画などの上位計画に統合して取り組んでいるところが多いようで

すが、一宮市では引き続き、現在と同様に独自で子ども読書活動推進計画を策定

していくという説明が事務局からあったと思います。 

それで事務局に確認ですが、今年の 8 月に読書活動推進関連事業の取組状況の

説明をいただき、それから先ほど、質問事項に対するご説明がありましたが、第

5 次に関しても、この取り組み状況を継続していくという形でよろしかったです

か。 

（事務局）  基本的には第 4 次を踏まえて、計画の策定はしていきます。ただ、同じような内

容では、推進というのはなかなか難しいと思いますので、国の第 5 次計画の内容も
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踏まえて、新たに第 5 次計画に追加をして、推進を進めるというようにしていきた

いと思っておりますので、またその都度、御意見をいただければと思っております。 

（会 長）  国の計画、愛知県の第 4 次推進計画、それから一宮市独自の取組状況もあるかと

思いますので、それらを当然盛り込んで、第 5 次計画を策定していくという形にな

ろうかと思います。 

（委 員）  国の第 5 次子供読書活動推進に関する資料で読書量・読解力の現状というところ

がありますが、私たちが話し合いをするときに、読書に関することだけで話を進め

るのか、それとも読書をすることで、読解力が上がっていくよという感じで話を進

めるのか、私たちの位置としてはどうでしょうか。 

（会 長）  読書量と読解力が必ずしも正比例というわけではないとは思いますけれども、や

はりその中身、読む中身ですね。読書量については今でも計画の中に反映されてい

ますよね。読解力というところまでは多分、踏み込んでいないのでは。 

（委  員）    私たちは本を読みましょうぐらいのところでいればいいという感じですよね。 

（事務局）  読書量というのはこの計画の中で読書冊数という目標であげております。読解力

というのはなかなか数値的なものが表示しづらいものですので、言葉でどこまでで

きるかというようなものかと思います。 

（委 員）   あとは不読率というのが出ていますが、一宮市の子どもたちはどのぐらい読んで

いるのかというのは分かりますか。 

（事務局）  「取り組み状況」の資料ではなくて、「進捗状況及び目標値」というもう一つの資

料にあります。 

（会 長）  不読率は確か学校で調べていますね。これでいくと小学生が 0.2、中学生が 3.7、

不読率が国の数字よりもかなり下回っているという状況です。 

（委 員）  私も数値ではなかなか見えないところだと思いますが、例えば 1 か月の読書冊数

のところを見ると、低学年が 23.7 冊と、1 年じゃないのかなと思うぐらいの冊数

で、本当に 1 か月でこれだけの本を読むのかなという驚きもありました。自分の子

の学校時代を振り返ってみると、読書週間のときに学校から表をもらってきて、ど

れだけ本を読んだかを競い合うようにタイトルを書いて、学校に提出するというこ

とをやっていました。そのときに冊数が目標になってしまって、深く読まずにタイ

トルだけ書いて学校に出しているというような現状もあって、果たしてこの冊数だ

けを見て、どれだけ深く読書ができているのかというのは、疑問がある数値だと感

じました。 

（委 員）  私たちはストーリーテリングで学校に行きますが、お話を一つ聞いたら、先生が

それ何ページありますかと聞かれるんですね。私たちが語ったお話が何ページあり

ますかと。ページを言うと、学校によってはそれで 1 冊になると言われるんです。

読んでないけどお話を聞いて、1冊。そういうやり方をやっている学校もあるので、

どこまでこれが本当に読んだか読まないかというのはちょっとわかりませんね。 

（会 長）  なるほど。本当にここに出ている数字を鵜呑みにしていいかという、ちょっと疑

問も生じてくる。 

（委 員）  私も小学生の孫が 2 人いますが、クラスから借りてくる本がいつも置いてありま

す。本は嫌いじゃないので、遊びに行くたびに今日はこんなにいっぱい借りてきた

というのを見せてくれたりしますが、本も様々で、うちの子はどちらかというと事

典、図鑑っぽいものとか、文章というよりはクイズとか、1 年生と 3 年生ですから
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余計かもしれませんが、その本の内容もページもペラペラの本もあれば、ちゃんと

した文章の本も中にはあり、これ本当に読んだかも確認できていませんけれども。 

（会 長）  まだ低学年の子だと、なかなかそういった文章の本を読む、落ち着いて読むとい

うこともできないかもしれません。本と触れ合うという、そういったきっかけが大

事かなというふうに思います。 

（委 員）  保育園などの小さいとき、就学前のそういう時期がすごく大事だと感じます。保

育園とか幼稚園とかで、読み聞かせしてますよ、絵本をちゃんとそろえてあります

よというのが惰性で続いてきている部分があると思います。子どもたちがそのまま

受け身だけでずっと本に接していくというところがありますから、もう少し自分た

ちで読みたいなとか、とって広げて開いてみたいなという、気持ちのところの部分

を小さいときに育てていくことが大事だと思います。特に、就学前の子たちが 1 日

で家庭より長く過ごす場所ですから、もう少し保育士たちが意識して、子どもたち

が見たいというもの、年齢に合ったもの、子どもの興味を持ったものを見やすく手

の取りやすいところに置いたり、時間をゆったりととってやるとか、そこら辺の環

境も整えていかないといけないのではと感じます。保育もゆとりがないと、多分そ

んな時間も与えられないのかなと思いますが、その点を意識して現場でやっていく

のが大事かなと思いました。 

（会 長）   保育園の現場は、当然保育士が読み聞かせをする時間というのはあると思います

が、園児たちが自由に、本をとって読むという時間はありますか。 

（委 員）   あります。保育園はやっぱり保育時間が長いですから、幼稚園よりはそういう時

間のゆとりがあると思います。だけど何かと何かのつなぎに子どもたちをちょっと

落ちつかせるための手段として本を読んでやるというのはありますが、ちゃんと育

てる部分を認識してやっているのかというと、ちょっと読んであげるからという感

じです。ただそういうのに使っている本だけじゃ、子どもたちは育たないのではな

いかなと思う。だから、ちゃんと年齢に合った絵本とか、子どもたちが全員手にと

れるような本がちゃんと環境の中で整えてあるというのは、園できちんとやってい

るとは思いますが、その絵本の使い方が大事ですよね。 

（委 員）  毎月保育園で朗読会をやっていますが、保育士さんが本に興味がある方と全く興

味ないという感じの方もいらっしゃいます。先生方とお話しすると、まずは子ども

より、保育士さんをどうやって本好きにしていくかというのを、育てていかないと

いけないという話をよくお伺いするので、子どもを育てるためには、まずその子ど

もたちを育てている者の意識を少し変えていく必要があるのかなと、保育園に関し

ては思いました。 

（委 員）  私も昨日中学校へストーリテリングに行きましたが、小学校も行きますが、興味

のある先生というのは一緒になって本当によく聞いてくださるんです。でも先生た

ちもお忙しいので、聞いているような顔をして事務をやっていて、ほとんど聞いて

みえないんですけど、そういうクラスの生徒さんというのはあんまり集中力がなく、

きちんと聞くことができなくて、先生が一生懸命聞いてくださるクラスの生徒さん

というのはすごく理解をされます。30 年も学校におはなし会に行っていますが、

昔、5 年生の子が聞いてよく理解していたお話が、今、5 年生であまり理解できな

いです。それを 6 年生とか中学生に移すと、この子たちよく理解してくれたなって

いうことが分かるぐらい、やっぱりちょっと理解力は変わってきているし、先生た
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ちも時間がないので、一緒になって子どもたちと同じ共通の話をしてくださるとい

うことも減っているのかなというのはすごく感じます。 

（会 長）  保育士さんや先生方は本当にお忙しい中での読書活動という形になると、なかな

か難しい面があると思いますが、保育士さんや先生が読書に関心を持っていただく

ということが、ひいては園児や生徒児童の関心を引くというようなことになると思

います。 

（委 員）  今言われたように、保育園でも幼稚園でも学校でも担任の力は大きいんですけど

も、これはもう、いかんともしがたいところがあります。中央図書館ができた頃に、

子ども読書のまち宣言をして、そのときの教育長と市長は連携をして、立派な建物

も作ったし、全国的にアピールをして、教育長もせっかくの売りだからと、朝読書

というのを作った。その当時の朝読書というのは確実に一つにまとまって取り組ん

だので成果を上げた。しかし朝読書もだんだんぶれてきている状態で、読書のまち

宣言も何となく廃れてきて、でも週に 3 日ぐらいは朝読をやりましょう、読み聞か

せも続けましょうと。だんだんそういう縛りが薄くなれば、やっぱり学校独自の判

断、校長の裁量とかで決まってくる。私は今、若手の教員を 15 名ほど指導してい

ますが、その人たちは多分、読書ということが頭にはあまりない。朝読があれば読

みなさいよってやるぐらいで、それよりもタブレットを使わないといけない。市長

さんの方針で IT 機器を使いましょう、そこにお金かけましょうとなると、そのウ

エートによって現場は左右されるので、昔から読書に取り組んできた教員と、今、

着任した教員たちとの間では、読書に関しては伝えることができる場がない。朝読

がある、あじさい読書がある、秋の読書週間がある。それは精いっぱいの学校の抵

抗だと思います。それをなくしてしまうとたぶん本から全部離れちゃう。 

（委 員）  どの学校も、学期に 1 回程度の読書まつりなどをしています。図書委員会を中心

に、たくさん本を読みましょう、それから、ボランティアさんに読み聞かせをして

もらいましょうということを各校やっていると思います。図書主任の先生や学校司

書もいろいろな企画を提案して、子どもに本を好きになってもらいたいという活動

を頑張ってしていますので、そこは各校を信じていただければと思います。 

それから一宮市の学校図書館教育部としても、例年の取組として、読書感想文、

読書感想画、それからブックリストがあります。先日ブックリストの選定の会に私

も行ってきまして、その選定をしている先生たちの目は、本当に楽しそうで、やは

り本当に本が好きな先生を学校の中から少しずつ広げていくということも大切な

のかなと。ブックリストを担当する先生も、4 月に各校からお願いして出してもら

うんですけれども、国語主任、図書館主任、その他、本のことに詳しい先生方をこ

ちらから依頼して頼んでいますので、各校にそういう先生がいらっしゃる。そこか

ら少しずつ、広げていってもらって、やっぱり教師も指導していかないといけませ

んので、どんどんそういうのは声をかけていきたいなと思います。 

先ほどの不読率について、これは 6 月の各校、名前は違うと思いますが、あじさ

い読書週間という、雨が多くなる時期に落ちついて本を読んで、本を読みましょう

という時期の調査だと思います。学校としては、本当に 1 冊の本も読んでない子が

0.1％、0.2％いるというのが小学校です。本当に一宮市の学校は、本を読みましょ

うというのを子どもたちに進めていますので、多分 0.1、0.2 ぐらいと少ないんだ

と思います。多分これは調査したときの、その結果を出さなかったとか、不登校で
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本当に調査もできないような状況だったとか、そういう子たちの数字だと思います。

学校に来ている子については、中身をしっかり読んでいるかどうかは別として、絵

本の絵は見ているよ、文字は幾つか、ちゃんと読んでいるよということだと思いま

す。今後はやはり子どもたちに、本の中身について、どういう本だったと一言聞く

ようにしたり、ご家庭でも聞いてもらえるといいのかなと思います。 

（会 長）   ありがとうございました。一宮市の不読率が低いというのは、全国よりも非常に

優秀だという、そういうあらわれだということですね。 

図書館が教育委員会から離れて、活力創造部に変わってしまいましたが、やはり

子ども読書のまち宣言の中にもありますように、地域、家庭、学校、図書館がやっ

ぱり一体となって子ども読書活動を推進していくという、そういったことが非常に

大切だと思います。 

では意見も出尽くしたようですので議題につきましては、これで閉じさせていた

だきます。次に 3 のその他について事務局からお願いいたします。 

（事務局）    2025 年度の子ども読書活動推進懇話会は、今回で終了となります。次回の子ど

も読書活動推進懇話会の開催につきましては、先ほどのスケジュール案にも、お示

ししました通り 2026 年の 8 月頃、会場は中央図書館の多目的室 1 を予定しており

ます。詳細が決まりましたら、改めて御連絡をさせていただきます。 

（会 長）   議題については以上となりますが、他によろしいですか。ございませんようです

ので、議事を事務局のほうへ、議事進行をお返しいたしますのでよろしくお願いい

たします。 

（事務局）   以上をもちまして、本日の会議を終了いたします。長時間にわたり、ありがとう

ございました。 

 


